
１．環境学習センターの現状

■ 活動団体等の取材活動

活動実践者、団体等の活動現場に出向き、情報収集、実態把握、意見交換等

・あいとう菜の花エコフェスタ（あいとうエコプラザ菜の花館）

・TANAKAMIこどもエコクラブ水生昆虫観察会

・薬草フェスタ（伊吹薬草の里文化センター）

・玉川小学校区 夜の昆虫観察

・水の中の生き物の観察会（大津市坂本）

など 約80件／年

■ ブース出展

他の団体が主催する環境関連イベント等の見学、参加による

広報活動および情報収集

・ラ・フォル・ジュルネ（ピアザ淡海）

・草津市こども環境会議（草津市役所）

・しがこども体験実践交流会（県庁）

・淡海の川づくりフォーラム（コラボしが21）

・滋賀県学校支援メニューフェア「しがまなび発見！」（ピアザ淡海）

・びわコミ会議 マザーレイクフォーラム（コラボしが21）

など 約25件／年

（１）環境学習に関する情報収集・提供

参考２
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（２）環境学習の企画サポート・コーディネート

■ 相談対応

・団体、企業、学校等が実施する環境学習に関する相談対応

約250件／年

■ 平成26年度相談件数（4月～1月）

・相談者別内訳 ・求める情報内容
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■ 環境学習ポータルサイト「エコロしーが」の運営

・環境学習推進員の取材活動などにより、プログラムやフィールドのデータを収集

・アクセス数 約200,000件／年

・主な掲載内容（H27.2.1現在）

プログラム数 154件

学べる場所 59件

教えてくれる人 323件

■ メールマガジン「そよかぜ」の発行

・環境関連イベント、環境保全活動、講座、

助成金情報などを掲載し、月2回発行

・ 登録者 880名（H27.2.1現在）

■ 教材の貸出

・環境学習関連図書、DVD等の貸出

約80件／年
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（３）環境学習を支えるネットワークづくり

■ 環境ほっとカフェ

交流の場づくり、環境学習の実施、普及啓発

・「ちっちゃなこどもの自然あそび」

・「ヒノキでアロマ ～香りで感じる いきもののつながり～」

・「近江の歴史と食を巡る旅」

など 約10回／年
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■ こどもエコクラブ活動交流会

・各クラブの交流

・県内で活動するこどもエコクラブの活動内容の発表

・ 協賛 公益財団法人平和堂財団

・ H26年度 参加者

13クラブ、161名

・ 登録クラブ数 143クラブ

（H27.1.31現在）

■ 博物館夏祭り

・県内博物館と共催により実施
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２．環境学習センターの課題

■ 環境学習センターの認知度

○ 多様な層へのアプローチ

・環境学習実践者

・県内の大学

・琵琶湖博物館来館者

■ 関係機関等との連携強化

○ 関係機関等と連携した事業の実施

○ ネットワークの強化

・環境学習の実践者同士のつながり

■ 発信情報の充実・強化

○ 県内企業の環境学習情報の提供

○ 博物館を利用した環境学習プランの提供

○ 幅広い環境学習 実践者の情報発信

○ エコロしーが登録情報の定期的な更新

◇ 方向性

○ 環境学習実践者等が求める支援への対応

・環境学習実践者、団体、企業等のニーズを把握し、支援していく。

○ 琵琶湖博物館のリニューアルとも併せた環境学習センター機能の強化

・リニューアルに伴う交流空間・プログラムの充実等により、環境学習の広がりを図る。

○ 環境学習実践者の相互交流活性化

・「環境学習実践者交流会」を定期的に開催する。

◇ 課題および対応
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環境への関心と問題解決能力を高め、主体的に実践・行動できる「人育て・人育
ち」において中核的な役割を担い、その先の持続可能な社会づくりを進めるため、
環境学習の拠点機能を強化し、多様な主体間の協働・連携を推進します。

① 一人ひとりの暮らしを見つめ直す活動の支援

② 実践行動を支え、広げ、高める人材（リーダー）育成

③ 世代を超えて地域から学びあうプログラム開発

④ 学びをつなぎ、学校と地域をつなぐコーディネート機能

⑤ 多様な主体とのネットワークの形成

⑥ ＩＬＥＣ（国際湖沼環境委員会）と連携した環境学習の国際的展開

琵琶湖博物館は２０１６年に開館２０周年を迎えることから、展示・交流施設等
全面リニューアルを進めている。

３．琵琶湖博物館リニューアルと環境学習センター

◇環境学習センターのリニューアルの方向性（ 「新琵琶湖博物館創造基本計画」から）


